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表紙について

表紙について  

 
表紙の写真のこけしは、俊之君の死を悲しでいる私の為に、矢作一子さんが俊之君をイメー

ジし創作してくださいました。 
こけしの男の子がまとっている着物の柄は、青空と雲と鯉のぼりを表現しています。 
こけしのタイトルは「８歳の出逢い」。 
 
我が家との出逢いが始まったのが、俊之君８歳の時です。 
俊之君は高校を出て、就職するか、又は薬の専門校に行きたいと進路を悩んでいました。 
恵明学園で自分が、薬で助けられたから、とその理由を言っていました。私の友人である一子

さんのご主人の会社は、働きながら学校に行く学生の奨学生制度を実施していること。 
そしてその推薦を申し出てくださいました。 
アパート代や学費、生活費は全て会社が負担し、授業のない時間仕事をするといった制度でし

た。この申し出を含め、いろいろな奨学金制度の資料を私は彼に提供しました。 
そして「恵明に居るから大学に行けないなんて、そんなの自分の言い訳。」と話しました。 
俊之君は「いろいろ考えたけど、僕早く働いて自立したい。働くのも実は楽しみなんだ。」 
と結論を伝えてくれました。 
頼もしい俊之君がそこには、居ました。 
 
就職した俊之君は、月給が嬉しくて、いつも今月は何を買ったか、報告の電話がありました。こ

の一子さんの申し出のお陰で、俊之君は自分の意志で社会人になる道を選んだと、私は確信

しています。 
 
表紙の写真は、私の職場の先輩でもあり、写真家の上田茂さんが１日町田市の谷戸をこけ

しと一緒に歩き、自然とこけしの美しい写真撮影をしてくださいました。 
表情のある美しい写真ばかりで１枚を選ぶのに大変苦労しました。 
こけしにレンズをあてると、時間がたつにつれ、こけしに表情が出てきて、面白い体験をしたと、

感想を伝えてくださいました。 
 
お陰様で一子さんの作品も参加させて頂くことができました。 
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この追悼集ができるまで

この追悼集ができるまで 
 
この追悼集ができるまでに何通もの手紙がやり取りされました。 
交友関係も知らず、どうなるか判断もつかないなかの作業でした。 
でも多くの方が、私宛に俊之との思い出をお知らせいただきました。 
それら１通１通は、私の宝物として自分のお墓まで持っていくつもりでいます。 
その中で私とちひろちゃんが書いた文書を抜粋で掲載させていただきます。 
ありがとうございました。 
 
また１９９９年、６月２６日（土）に恵明学園で彼の為にコンサートを企画しました。ジャ

ズピアニストの河野康弘さんとアマチュアバンド「東京モダンプレイボーイズ」のジョイ

ントコンサートでした。 
 
河野さんは、我が家に遊びにきてくださる我が家の大切な友人です。 
我が家で俊之君とも会っており、ご協力を快く承諾していただきました。形に残せない

ため、紙面にてご協力があったことを、記録させていただきます。                            
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この追悼集ができるまで

家藤俊之君の追悼集について

俊之君を偲ぶ会　世話人 中林たまこ清野知紘

　　１９９９年新しい年を迎え、皆様いかがお過ごしでしょうか。突然のお便りをお許しください。私たち
は、故家藤俊之君の知り合いです。今年、生きていれば昨年9月10日で20才、今年成人式を迎えて
いる彼の姿を思うと、返す返す残念でなりません。

そこで、この気持ちを何かの形に残したく思い始めました。

彼との思い出をお持ちの方々にもご協力いただき、彼の追悼集を作成したいと思います。

追悼集といっても、肩苦しいものでなく、彼との思い出、彼に言いたかった事、なんでも結構です。匿
名でもかまいません。文書が苦手な方、写真のコピーに添え、一言でもかまいません。詩でも、ビデ
オでも、音楽の好きな方は、楽譜でも。楽譜が起こせない方は、テープを送ってくだされば、こちらで
楽譜に起こします。なんでもありのパフォーマンス追悼集です。

俊之君は、今北海道にて納骨を済ませ、母親のところで静かに眠っているとのことです。作成した追
悼集は、母親のもとに届けるつもりです。

しかし、わたしたちは彼の交友関係を把握できていません。彼の人生の一部分を共有しただけです。

そこで、面識のない方々に文書でのお願いでは心苦しい限りですが、下記の要領で原稿を集めよう
と思います。

１・恵明学園教職員の方々関係

２・恵明学園友人の方々

３・中学校

４・高校

５・職場

６・ベルクの会の方々

上記の方で、俊之君と係わりのあった方々の住所をお知らせください。

又、上記の方で中心になり皆さんにお声をかけていただき原稿を集めてくだされば、なお嬉しいです。
直接原稿を送付していただいてもかまいません。文章の長さ等、制限はありません。書きたいだけ、
御自由にお書きください。

追悼集に載せる資料は、かならずいつの時代からの知り合いかを、明記してください。原稿の期限
は、随時受け付け、集まった原稿から構成を考だします。又、ご協力していただける方、ご質問のあ
る方は、下記に御連絡ください。

原稿送付方法又は連絡の方法は、ファックス、メール、郵送、電話のいずれかでお願いします。

電話連絡の場合、日中不在の事が多く、連絡は取りにくいため、留守電に２回ゆっくりと連絡先をゆ
ってください。後日ご連絡します。

追悼集は、現在のところ8月頃までには作成したいと思っています。

一人でも多くの方に参加していただき、俊之君の短すぎた一生の足跡をしかっりと残したく思います。
そして、天国にいる俊之君にその声を、伝えたく思います。

ご協力を宜しくおねがいします。

ご連絡先：〒２１４―０００６ 川崎市多摩区菅仙谷２―３―８ 中林 たまこ

℡、FAX  044-944-0091   E-mail：fwka6833＠mb.infowebinfoweb.ne.jp

　　　　　　　HomePage: : http://homepage3.nifty.com/tmpb/
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この追悼集ができるまで

室井様

　先日は、突然お電話で失礼いたしました。でも、心強いお返事で私は感謝しております。

ありがとうございます。日を追う毎に、俊之から連絡が無くその度に彼がこの世に居ないこと
を実感する毎日を過ごしています。でも、お電話をさせていただき、俊之のことを憶えてくだ
さっている方がいるとの事、大変嬉しく又いい追悼集にしたいと心が元気になりました。

私は、アマチュアでジャズのバンド活動をしているため、プロのジャズミュージシャンと交友

があります。その関係で、俊之も彼らに何回か会っています。彼らも、俊之の死を残念に思

い協力を申し出てくれました。

そこで、6月26日（土）午後に友人の河野康弘さん（ピアニスト）と私のバンド仲間が恵明学
園でコンサートをしてくれることになっています。

河野さんは、出前コンサートで人々の家にゆきライブをしたり、日本で使われていないピアノ
を世界各国に送ったり、自然保護の活動をしたり、私の良き友人でコンサートを聞いた人は、
かならず心が優しくなったり、暖かい気持ちになります。

彼の活動冊子がありますので、同封いたします。恵明学園ですので、多くの人は難しいです
が、お時間がありましたら室井さんもぜひいらしてください。河野さんのライブ中の言葉も追
悼集に入れることになっています。又私の友人で自分の作った紙芝居をのせてと協力してく
ださる方もいます。

自分にそれらをまとめあげる力があるのか、不安が広がっている時でしたので、室井さんの
お言葉に私は大変勇気づけられました。ありがとうござます。

形が整いはじめましたら、ご相談することもあるとおもいます。

お急ぎの件がありましたら、そちらの職場にご連絡ください。

どうぞ、宜しくお願いたします。

ベルクの会の方々にも宜しくお伝えください。

〒１９５―００７１

町田市金井町２１５０

和光大学附属梅根記念図書館

Ｔｅｌ：０４４－９８９－７４９４（図書館に直接かかります。）

Ｆａｘ：０４４－９８９－２２５０

中林たまこ
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この追悼集ができるまで

吾郎先生

お元気でご活躍の事とおもいます。

俊之が亡くなった事が、今だ現実の事と思えず、連絡のない日々が続き「あー本当に亡くなっ
てしまった」とこども達と共に寂しく悲しく思う日々が続いています。

でも、同封させていただいた追悼集作成にちひろちゃんとはなしたり、いろいろ計画を進める
事が、なんだか寂しくもあり、俊之に触れているという安堵感を感じています。できる範囲でか

まいませんので、宜しくご協力をお願いします。

6月26日（土）、河野さんは大きなコンサートを止め、恵明の人々に会いにきてくだいます。ど
うぞ、多くの恵明関係者の方々に聞かせてあげてください。宜しくお願いします。

そのコンサート中のお話は、ほんとに元気がでるし勇気づけられる人が多いです。

河野さんは、世界の国々に行き活躍しているミュージシャンで、こどもから大人まで楽しめま
るコンサートをつくることこてができる人です。人格者ですので、安心してください。

前座で、私の仲間たちも演奏させてください。

彼らは、俊之が我が家に来始めた時から、いつもお正月には俊之に会うとお年玉を用意して
くれたり、練習で我が家に集まった時は、皆で楽しくおしゃべりして、別れる際には「がんばれ
よ！」と声をかけつづけてくれたバンド仲間です。

5月ごろ、打ち合わせを兼ね会場を見せていただきに行きたいと思っています。器材等すべて
こちらで用意しますので、必要なものを確かめに行きたいと思っています。その節は、又ご連
絡いたします。

季節柄、お体を御自愛されますよう。お会いできることを楽しみにしております。

中林たまこ
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この追悼集ができるまで

 

 

 

 
 

   

 
 

 河野康弘さんの楽しい、心温まる語りとｊａｚｚ ｐｉａｎｏ、元気なアマチュアバンド、 

Ｔｏｋｙｏ Ｍｏｒｄｅｎ Ｐｌａｙｂｏｙｓ によるスタンダードナンバー生演奏。 
若葉が潤うあじさいが咲く美しい6月の午後、お出かけください。みんなで楽しみましょう。  
 

日時：１９９９年６月２６日（土）  
午後２時開場        入場無料  
午後２時３０分開演（約２時間予定） 

                    

場所：恵明学園（小田原、箱根湯本よりバス  恵明学園で下車） 
住所：足柄下郡箱根町小涌谷４３９ 
 

   コンサートに関する問い合わせ 

電話 ファックス：０４４－９４４－００９１  中林 

 

 

 

演奏者のプロフィール  
河野康弘（こうのやすひろ） 

 
 1953年11月13日生れ。奈良県生駒市出身。東京都国分寺市在住。 
 高校卒業後ピアノを始める。大阪芸大を中退し、21歳で上京。矢沢永吉バンドのキーボードとしてプロデビュ

ー。その後自己のトリオを結成し、ライブハウスを中心に意欲的に日本の各地で活動。又、南アフリカやアジア

にも目をむけ活動の場を世界に広げている。 
  「ジャズ」というジャンルにとらわれず、「自然」を題材に取り上げ、独自の音楽を開拓している。「ダイナミック

なプレイ」と「素朴な語り」、スタンダードから童謡まで、文字通りジャンル、年齢を超えて音楽の楽しさすばらしさ
を感じてもらうことを自身のテーマとして活動を続けている。 
   92年9月より自然保護運動の一環として始めた「冬眠ピアノお目覚めコンサート」を企画、全国でコンサート

を開催。新聞、テレビで注目をあつめる。（収益は、不要ピアノを調律しアフリカや世界各国へ送る資金に当て

ている。） 
又、出前コンサートを実施し、日本全国の家庭に出かけ本格的ジャズを聞かせてくれる。 
彼のピアノとその人柄には、現在多くのファンをもつ。 

 

Tokyo Morden Playboys （東京モダンプレイボーイズ） 

 

 気の合う仲間たちと、１９７３年にサークルとして結成したアマチュアバンド。それぞれ、専門の仕事をもちなが

ら、余暇を利用しバンド活動を続けている。 
結成当時はオリジナル（フォークロック系）を中心に活動していたが、１９９１年頃からＪａｚｚ（スタンダード曲）をレ
パートリーとして取り込み、現在、年２～３回程度のＪＡＺＺコンサート活動を行っている。当日は、バンド暦２６年

のアットホームな雰囲気のＪＡＺＺをお楽しみください。 

なかばやしたまこ（Vocal）  豊泉保（Guiter）  中林哲夫（Bass）  増田辰夫（Drums） 

かなまる なおこ（Piano） 

 

河野康弘   ｗｉｔｈ  Ｔｏｋｙｏ Ｍｏｒｄｅｎ Ｐｌａｙｂｏｙｓ 
              Ｊａｚｚ Ｃｏｎｓｅｒｔ ｉｎ  恵明学園  
 
   ψψ   土曜の午後のひととき、ちょっと  ＪＡＺＺを楽しんでみませんか！   ψψ  
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この追悼集ができるまで

家藤俊之君の追悼集参頂いた皆様へ

　早いもので俊之が亡くなってから2年が過ぎました。

告別式の時は、たくさんの方々にきていただき本当に感謝しています。きっと、本人もとても喜
んでいると思います。 やっと俊之の追悼集が発行されました。ご協力いただいた皆様ありがと
うございます。

内容は決して肩苦しいものでなく、俊之との思い出や俊之にいいたいことなどを自由に書い

ていただいた暖かい追悼集となりました。 俊之の周りにいて応援してしてくれた人、俊之を愛
してくれた人、俊之のそばにいてくれたたくさんの方々とで、この追悼集を作ることができました。

俊之がいない今、俊之が１９年間一生懸命生きた証を残してあげたい。追悼集を作ることで、
これからも俊之を忘れないように、いつもそばにいられるように……

そんな私の願いが叶いました。ありがとうございました。　　　　　　　　清野知紘

追悼集にむけ、皆様の暖かいお手紙等、ありがとうございました。ここに、追悼集をお届けし
ます。 俊之が亡くなり、我が家ではいつもとは違う寂しい日々を体験しなくてはならない、2年

間でした。 知紘ちゃんと相談し、何かしたい、なにか俊之に触れていたいという思いから、追悼
集を作成することにしました。

追悼集をつくるにあたり、私は行動するまでに時間がかかりました。それは、俊之の追悼集
を作成することは、俊之の生い立ちや恵明学園の係わりにまで触れることだからです。 でき
れば、そっとしておくことが一番良い行動であるようにも思った時期もありました。俊之が我が
家にくるようになりこどもの頃は、ほんとに心配で泣きながら叱ったこともあります。

俊之は辛いこと、悲しいことは私には話さなかったけれど、きっと頑張って努力し生きていた
のだと思います。俊之が優しく明るい青年に成長したことが、何よりの証拠であると私は思って
います。それは、俊之を囲む人々が愛情深く彼を応援した結果です。

そんなふうに思い始めた時、私は人間が人の出逢いや環境により成長することを、もし評価
があるなら、職種や学歴等が決めるのではなく、その人間性に対しするもので、人はそれらに

よる差別を受ける理由はこの世にあってはならない考え方であることを、皆幸せに生きてゆく
権利があることを再確認させてくれました。

俊之はどんな仕事に対しても、自分が自立できていることを喜んでいました。その姿勢は今
の日本社会に忘れ去られている「労働の喜び」の原点をみるおもいがしました。しかし俊之の
ような労働力を、大事にできる企業や社会がどれだけ今の日本にあるでしょうか？

この追悼集が単に俊之の足跡を残すだけでなく、施設にいるこども達や施設から巣立った
方々が俊之の分まで頑張て生きてくださることを、そして施設をしらない方々が彼らを知り応援
する一助になってくださればとおもい、追悼集をつくる決心をしました。

でも、その為に私がすることは、知紘ちゃんと生きていた俊之の足跡を集めるだけで十分だ
と思っています。

なぜなら、俊之がそこに生きてきて、あるがままの自分で１９才の若さで私たちの前から姿を
消したその足跡こそが語り掛けると思うからです。

パッチワークのような俊之の追悼集ができました。皆様のお近くにおいて頂いて、俊之をた
まに思い出していただけたら、とても嬉しいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　 中林たまこ
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恵明学園と俊之君（恵明だより抜粋）

昭和６２年９月２２日小学校３年の時、俊之君は恵明学園に入りしました。

恵明学園に行かなければならなかった俊之君の気持ちを考えると、込み上げ
てる辛いものがが有ります。

でも、この作文にあるように園長先生や諸先生方､寮母さんの深い愛情に包
まれ､豊かな体験をしたことが覗えます。この作文を読むたびに、俊之君が恵
明学園で心豊かに暮らしていた事を嬉しく思います。

今も私の耳元には､あの笑顔と共に俊之君のあの言葉が聞こえてきます。

「おばちゃん、僕恵明に行ってなかったら、今ごろグレていたよ！！」

　　　　　　　　　　　　　

　　恵明だよりの俊之君の作文もくじ

１． №６５　昭和６３年１月発行　　　（小学３年）

２． №６６　昭和６３年９月発行　　　（小学４年）

３． №６７　平成１年１月発行　　　　（小学４年）

４． №６８　平成１年９月発行　　　　（小学５年）

５． №６９　平成２年１月発行　　　　（小学５年）

６． №７０　平成２年９月発行　　　　（小学６年）

７． №７２　平成３年９月発行　　　　（中学１年）

８． №７４　平成４年９月発行　　　　（中学２年）

９． №７５　平成５年１月発行　　　　（中学２年）

１０． №７８　平成６年９月発行　　　　（高校１年）

１１． №８０　平成７年１０月発行　　　（高校２年）

１２． №８１　平成８年１月発行　　　　（高校２年）

１３． №８２　平成８年９月発行　　　　（高校３年）

１４． №８４　平成９年９月発行　　　　（卒園に際し）

　　恵明だよりの俊之君の作文もくじ

１． №６５　昭和６３年１月発行　　　（小学３年）

２． №６６　昭和６３年９月発行　　　（小学４年）

３． №６７　平成１年１月発行　　　　（小学４年）

４． №６８　平成１年９月発行　　　　（小学５年）

５． №６９　平成２年１月発行　　　　（小学５年）

６． №７０　平成２年９月発行　　　　（小学６年）

７． №７２　平成３年９月発行　　　　（中学１年）

８． №７４　平成４年９月発行　　　　（中学２年）

９． №７５　平成５年１月発行　　　　（中学２年）

１０． №７８　平成６年９月発行　　　　（高校１年）

１１． №８０　平成７年１０月発行　　　（高校２年）

１２． №８１　平成８年１月発行　　　　（高校２年）

１３． №８２　平成８年９月発行　　　　（高校３年）

１４． №８４　平成９年９月発行　　　　（卒園に際し）

恵明学園と俊之君（恵明だより抜粋）
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平成１年１月平成１年１月

昭和６３年９月昭和６３年９月

昭和６３年１月昭和６３年１月

恵明学園と俊之君（恵明だより抜粋）
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平成２年９月平成２年９月

平成２年１月平成２年１月

平成１年９月平成１年９月

恵明学園と俊之君（恵明だより抜粋）
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平成３年９月平成３年９月

平成２年９月平成２年９月

恵明学園と俊之君（恵明だより抜粋）
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平成５年１月平成５年１月

平成４年９月平成４年９月

この追悼集ができるまで
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平成７年１０月平成７年１０月

平成６年９月平成６年９月

この追悼集ができるまで



俊之追悼集 -16-

平成８年９月平成８年９月

平成８年１月平成８年１月

この追悼集ができるまで
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平成９年９月平成９年９月

この追悼集ができるまで
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平成１０年９月平成１０年９月

この追悼集ができるまで
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絵本

絵本２作について

○「み～つけた」の作者、茶畑美寿恵さんは私達バンドが広島の「ひとは作業所」の
「わっはっは祭」に呼んでいただいた時に、知り合った友人です。

　　彼女は毎年紙芝居をつくって待っていてくれました。

　　絵本はその時の作品です。

　　追悼集用にまた1枚1枚書き直してくださいました。

　　この「み～つけた」は、人間は自分の人生を自分の為に大切にしていい権利があ
ること、自分が幸せに自分らしく生きていいことを、その具体的方法が優しいことばと
可愛いい絵で描かれています。

　　生前の俊之君とよく話していた会話や言葉を思い出し、作品の掲載を私からお願
いしたものです。懐かしい会話と言葉はこんな言葉でした。

　「俊之君は俊之君で素適だよ。この世でたった一人の俊之で、その代わりは誰にも
できないのだよ」それをいうと、恥ずかしそうに笑った俊之君。

　「自分の心が喜ぶことをお互い大切にしようね」今は卓球かな？と俊之君。

○「えがお」の作者、増田詩織さんは私の友人のお子さんで我が家に遊びにきていた
方です。詩織さんのお兄さんは卓球が得意で、卓球の好きな俊之君をよく覚えて、県
大会でばったり2人は会ったそうです。俊之君はそのことを本当に嬉しそうに何度も私
に話をしたものです。

　「えがお」を読むと、子供頃あまり笑顔を見せなかった彼が、成長するにつけ、大き
な声と笑顔が印象的になるほど、明るくなっていた俊之君を思い出します。

　　彼は、きっと笑顔のもとをくださる方々に囲まれ、幸せな時を過ごせたと私に伝え
てくださった絵本です。　　　　　　　　　　
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絵本（茶畑）【１】
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絵本（茶畑）【２】



俊之追悼集 -22-

絵本（茶畑）【３】
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絵本（茶畑）【４】
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絵本（茶畑）【５】
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絵本（増田詩織）【１】
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絵本（増田詩織）【２】
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絵本（増田詩織）【３】
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絵本（増田詩織）【４】
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絵本（増田詩織）【５】
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絵本（増田詩織）【６】
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絵本（増田詩織）【７】
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絵本（増田詩織）【８】
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絵本（増田詩織）【９】
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絵本（増田詩織）【１０】
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絵本（増田詩織）【１１】
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絵本（増田詩織）【１２】
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友人からのメッセージ

5.1 清野知紘     愛称 ちひろちゃん。 ベルクの会で知り合った大切な大切な彼の友人です。俊之

君を励まし、支えてくださった優しい看護婦を目指した女性です。亡くなる前、携帯

で食事もあまりしないで働く彼に、食事をするよう伝えると「僕のおかあさんみたい

だ」と話したそうです。幸せになってください。 

 

5.2 水戸和利       愛称 かっちゃん。 俊之君とは、兄弟のように育った大切な大切な友人。 

前世では本当の兄弟だったかもしれません。それほど、かっちゃんをいつも心配
する俊之くんでした。心臓が悪いからと、いつか中林家に連れてきたいと、言っ

ていました。 

彼が亡くなった時、「なんで僕じゃなっかたんだ」と泣いてくださいました。かっちゃ

ん、彼の分まで、生きて幸せになってください。 

 

5.3 高橋幸子     愛称 さっちゃん。 ちひろちゃんの大親友です。彼とも、いろいろ話をし「恵明の

子」でなく家籐俊之として接してくださった優しい、いたわりの心を知っているお嬢さ

んです。多くの言葉、多くの優しさ私にまでありがとう。追悼集遅れてごめんなさい。

早く見たかったでしょう。 
 

5.4 茂木陽子      元恵明学園職員。中学と高校の 6 年間を恵明の睦明寮で生活のお世話を頂い

た方です。スポーツが得意な彼は、野球大会、卓球大会が楽しみで、きっと一緒に

喜んで応援してくださった事と思います。彼の人に優しく、人を和ませてくれる、だら

しないけど憎めない性格をよくご存知でした。 

 

5.5 外尾明子     元恵明学園職員。やはり中学と高校の6年間を恵明の睦明寮で､生活のお世話を
していただいた方です。友達のような文面からしても音楽が好きだった彼に、きっと

寄り添って生きていてくださったのだと思いました。 

 
5.6 越石新之助    中林家でいつもいつも大騒ぎして遊んでいた稲田堤の友人です。サーカスや陶

芸家の家など数えきれないほどいろいろなところへ、一緒に行きました。 

             中野の無国籍料理レストランで食事をし、食べ盛りの男の子 3 人で、山のように食

べて、お会計の時、私がお財布を忘れて・・。悪夢のような楽しい思い出。働くよう

になり仕事に悩む俊之君は、よく相談をしていたそうです。「おばちゃんには、言わ

ないで。心配するから」と話していたそうです。 

             彼は、私に黙っていたことを、とても後悔していました。新之助君。だから、俊之君
は安心して、本音を話していたのだと思います。 

 

吉田香織   私の友人の娘さんです。我が家で知り合い、交友を深めていきました。遺品のなか

に、かおりちゃんからの手紙がありました。中は読んでいませんが、中林家だけで

なく、俊之君と話をしていてくださったのですね。嬉かった。 

            お正月や夏休み、かおりちゃんの明るい笑い声と俊之君の騒ぐ声が聞こえてきま
す。 
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友人からのメッセージ

5.7 中林響子   私の娘。彼女が物心ついたときから俊之君と一緒でした。俊之君が我が家に

来ると、日常忙しい生活を過ごす私は、遊びに出かけ、それが私にとっても、

子供と過ごせる大切な時間でした。そのうち、響子も何処へ行くのか楽しみで、

いつも彼を心待ちしていました。俊之君は「響子！響子！」と、まるで妹を呼ぶ

ようになっていきました。スキーに行ったペンションで、兄弟のように３人でお

腹をかかえて笑っていた光景が、今でも浮かびます。 

 

中林創造    俊之君を我が家に導いた私の息子。高校時代ベースに魅せられた創造

は、友たちにベースマンになりたいと言ったそうです。皆大笑いして否定し

たそうすが、俊之君だけは、「創造ならなれるよ。頑張れ」と応援したそうで

す。 

             彼は、今ベースマンになり、仕事をしています。彼の死に、教えられ自分らく

生きていこうと決心したひとりです。 

 

中林たまこ 発行人 

 

5.8 東京モダンプレイボーイズ  

            大学時代の友人たちとバンドを組み社会人になった今も、音楽活動を仕事の 

暇に楽しんでいる私のバンド。学生時代と変わらず私の家には、いつも彼ら来

ていました。俊之君には、我が家の子供たちとわけ隔てなく接してくれてまし

た。 

 

5.9 ベルクの登山会のメッセージ集  

 

善波裕美子 高橋昌一 室井聡 高橋幸子 
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清野知紘
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恵明の友達：
三戸和利

恵明の友達：三戸和利
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高橋幸子（１）
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高橋幸子（２）
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茂木陽子（１）
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茂木陽子（２）
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外尾明子（１）



俊之追悼集 -46-

外尾明子（２）
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外尾明子（３）
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外尾明子（４）
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越石新之助・吉田香織

アレから一年と少しが流れた。こう見てみると、オレ達
が会ってから､随分時がたった。

つい前まで子供だったが、もう皆大人になっている。

それは、自分も例外ではないと思う。でも、実感が無
い、他人から見る自分ってのは、いつもわからんもん
だ。（新之助）

アレから一年と少しが流れた。こう見てみると、オレ達
が会ってから､随分時がたった。

つい前まで子供だったが、もう皆大人になっている。

それは、自分も例外ではないと思う。でも、実感が無
い、他人から見る自分ってのは、いつもわからんもん
だ。（新之助）

“一秒でも誰かが「頑張ってね。」なんて応援してくれた
ら､そのことを一生の宝として生きろよ”（香織）

“一秒でも誰かが「頑張ってね。」なんて応援してくれた
ら､そのことを一生の宝として生きろよ”（香織）

家籐君と出会ってから､オレは、家籐君と数多くのこと
を学び、お互い成長してきた。色々相談とかもしたし、
バカみたい遊んだ事もあった。

今はもう家籐君に会えないけれども、家籐君が重ねて
きた経験を少しでも自分の心にきざみ、自分の力とし
て、ガンガン使って行きたい。

それがオレが出来る一番だと思う。（新之助）

家籐君と出会ってから､オレは、家籐君と数多くのこと
を学び、お互い成長してきた。色々相談とかもしたし、
バカみたい遊んだ事もあった。

今はもう家籐君に会えないけれども、家籐君が重ねて
きた経験を少しでも自分の心にきざみ、自分の力とし
て、ガンガン使って行きたい。

それがオレが出来る一番だと思う。（新之助）

私も家籐くんとおんなじ二十才になりました。これから
やりたいこととか、夢とかいっぱいある。いっぱいあり
すぎて、どれくらいかなうかは、分からないけれど、とり
あえず自分にできる限りの事はしてみるつもりだよ。

やらないで後悔するよりはやって後悔する方が言いか
らさ。（香織）

私も家籐くんとおんなじ二十才になりました。これから
やりたいこととか、夢とかいっぱいある。いっぱいあり
すぎて、どれくらいかなうかは、分からないけれど、とり
あえず自分にできる限りの事はしてみるつもりだよ。

やらないで後悔するよりはやって後悔する方が言いか
らさ。（香織）
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中林響子・創造

まさかこの世からいなくなるなんて思いもしなかった。 
いろんな事が思い出になっていく。 
その時々を悔いなく楽しんで過ごす事がいかに大事か 
 
人との出会いはすごい。 
中林家は家藤君との出会いは本当に大きい。 
うちの家族に残したものは一生の宝だ。 
ありがとう。 
思い出は一生の財産。 
一緒に過ごした時を家族と分かち合いながら、 
今を精一杯生きて、生きて、生きていきます。 
夢で会いましょう 
 
 
中林響子 
 
今でも君の事時々思い出すよ。 
つらい時いつも見守ってくれた。 
つまずいた時に肩を貸してくれたよね。 
何も無い僕に。 
つらいときこそ笑えばいいといてくれた君の心は 
今でも僕の心にあるよ。 
何もかも笑って許しちゃえ言った言葉は僕の心にあるよ。 
遠く遠く離れていても 
 
弱い部分もあってもいい、強く生きるのはすごく難しい、 
だから僕達は支えあっているんだよって。 
嬉しい時一緒に笑ってくれた今の気持ち君に届け。 
 
君の心は今でも僕の心の中にいるよ。 
遠く離れていても君の全てが僕の心で生きているんだよ。 
どんなに遠く離れていても今の気持ち君に聞こえますか？ 
いつも近くにいるよ。 
 
つらいときこそ笑えばいいと言ってくれた君の心は 
今でも僕の心にあるよ。 
何もかも許しちゃえって言ってくれた言葉は 
今でも僕の心の中にあるよ。 
遠く遠く離れていても。 
 
中林 創造 
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中林たまこ

家藤君。俊之君。俊之。 

俊之の呼び名は、私の中ではこんな風に変わっていきました。 

家藤君。 

それは稲田堤に我が家が移り住み、始めて息子が我が家に連れてきた頃の呼び名です。 

俊之君。 

恵明から初めて我が家に遊びに来た頃の呼び名です。 

俊之。 

いつからか、全く覚えていません。いつの間にか彼は、私の中で俊之になっていました。 

 

この呼び名と共に、溢れんばかりの思い出を、どうしたらいいのか、7 回忌を迎えるというのに、

全くわかりません。 

でも、ひとつひとつ私はしっかりと昨日のことのように思い出すことができます。 

俊之に会いたくなったら、その思い出を少しずつこれから書き溜めていくことにしましょう。 

俊之が、私に、そして私の家族に残してくれた宝物をしっかり見つめ直すことは、自分の人生をよ

り深く幸せなものにしていく、そんな気がしてなりません。 

 

1999 年の夏、俊之は息子創造と北海道へ母親を尋ねる計画をしていました。私は、「もっと辛い

ことが、起こるかも知れないよ。」と躊躇しましたが、俊之は「おばちゃん、会わないとなんだか落

ち着かないんだよね」と話していました。「幸せか確かめたい」「何故居なくなったかおとなにしか

分からない理由も知りたい」とも。 

 

「おとなしか分からない理由」 

私は母親が居なくなり、泣く事もせず、ぼーと我が家に来た幼い俊之をそこに重ねていました。何

も食べていない俊之に即席でラーメンを作り、「美味しい」と言ったきり、黙って食べていた俊之は、

「なんでおかあさん居なくなったんだろう」と何の表情も変えず、ぽつりと言いました。 

 

その時、私はなんと言ったらいいのか分からず、「おとなにはおとなしか分からない理由があるも

のなのよ」と。俊之は 19 歳の死を迎えるまで、私が苦し紛れに無責任に言った言葉を、長い間心

の中に留めていたのでした。 

言いようのない刹那さがこみ上げてきます。 

 

今私は俊之のおかあさんに伝えたい。 

「幸せに生きてください」。なぜなら、俊之がもっとも気にかけていたことであり、それを見届けたか

ったから、彼は北海道へ行こうとしていたのですから。 

いつか、お会いできますように。子供の頃の話が聞けますように。今でも、心に中に俊之を感じて

いる私の子供たちにも会っていただきたい。 

一緒にいることができなかった空白の時間を少しでも埋めるため 

私の知る限りの俊之を伝えたい。 

そして生まれた時からあまりに短すぎた 19 年間を、しっかりおかあさんの心の中に刻んであげて

欲しい。 

それは、みんなの俊之をこの世に送り出してくれた、おかあさんにしかできないことだから。 

中林たまこ 
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東京モダンプレイボーズと俊之君 

 

俊之に言ったことがあります。 

恵明で東京モダンプレボーイズがコンサートしようかと。 

俊之は、おじちゃん、おばちゃんたちが演奏したら、「なんだか恥ずかしいよ」。 

「そうか、俊之が恥ずかしいなら可愛いそうだね。そうなんだよね。響子も恥ずかしくて見ては

いられないって言うのよ。身内は恥ずかしいんだよね。そういうの」と私。 

「いつかね。今は遠慮しとく」と俊之。 

こんな言葉が出るほど、バンド仲間は、会えば「おう！元気か！」。お正月にはお年玉を俊之

君にも渡してくれるほど、私の子供達と全く同じに接してくれました。バンド仲間と囲む食事は、

いつも皆でわいわい、いっぱい笑って、涙がでるほど、笑って。別れる時は「頑張るんだ

ぞ！」と声をかけてくれました。俊之は嬉そうに「はい」と答えていたものです。 

俊之が亡くなり、皆は恵明に行く事を決めました。 

それが、１９９９年６月２６日のコンサートでした。 

やはり辛いコンサートでした。俊之がいたら、楽しかったのに、と思わずにはいられませんで

した。 

吾郎先生は白いお花を生けてくださいました。俊之の写真があったような気もするのですが、

美しいお花も恵明の庭も、小学校の壁も全く見ることができませんでした。 

心は涙でいっぱいでした。 

コンサートには、俊之の友人たち、我が家で知り合った殆どの人がきてくださいました。 

 

７回忌にあたり前回と全く同じ日、2004年 6月 26 日（土）にコンサートをします。 

今度は、しっかり俊之を感じるコンサート内容を思っています。 

そして、俊之を皆で思い出してあげたいと思います。 

19歳という信じられない速さで、私たちの前から消え、そしてこんなにも深く、人を永遠に愛し

いと思える気持ちを、私たちに育ててくれた俊之に感謝して、穏やかな気持ちでコンサートを

迎えたいと思います。 

                 
東京モダンプレイボーズ vocal   TAMAKO           
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ベルクの登山会

ベルクの会に入った頃の俊之君との会話を思い出します。 
 
「俊之君、もう彼女いるでしょ。おばちゃんに教えて」、すると恥ずかしそうに  
うん！と頷く俊之君。そこで私は、「どんな子！どんな子！」。「すごく優しい子

なんだ。いつか会わせるから。」と俊之君。 
 
「そうか！そうか！名前は？何処で会ったの？いつでも連れて来て！早く連れ

て来て！そうだ！今度の小金井で河野さんと愉快な仲間のジョイントコンサー

トがあるから、チケット送るから、２人で来て！」ベルクの会で知り合った方でし

た。 
 
もう何故か嬉しくて、嬉しくて。どんな子なのだろう、と想像してはニンマリの

私でした。でも、そのコンサートは、俊之君が亡くなった１ヶ月後、彼女が友達

に支えられ聞きに来てくれました。楽屋でお会いした時の涙と悲しさは今も蘇

ってきます。辛いコンサートでした。 
 
その後、ベルクの会が障害者の方たちと山登りをする会と知りビックリしまし

た。 
「昔ベルクの会の人が、僕を山登りに連れていってくれたんだよ。だから今

度は僕が連れて行ってあげるんだ」俊之君の言葉に、優しい心が育っている

彼を感じ、この優しさがあれば、この子はもう大丈夫と、嬉しく感じていた自分

を思い出します。 
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ベルクの登山会

家籐君へ
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ベルクの登山会
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ベルクの登山会



俊之追悼集 -60-

ベルクの登山会
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ベルクの登山会
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編集後記 
 
多くの方々に優しさをいただきながら、俊之君の 7 回忌までこの追悼集の発行が遅れたこ

とをお許しください。 

言い訳になりますが、パッチワークの 1つ1つが集まると、全体は彼の追悼集なのに、残さ

れた者たちに「生きろ」と俊之君からのメッセージを感じました。 

彼と別れから2年目、一度発行をしようとしました。 

諸問題はありましたが、何か印刷に回せない思いにかられていました。 

追悼集が、彼の死を自分の体の中に取り込み、より生きていくことを再確認する役割は、

皆様のご協力で達成できたのですが、まとめるうちに巻頭言にあるように俊之君のお母様

に読んでいただきたい、と目的がはっきりしてきました。 

しかしそれを伝えるためには、何かが必要でした。 

パッチワークのような皆様の声を繋ぐ「針と糸」が必要でした。 

それが紙面上にどう表現できるのか。 

何も思いつかない日々を重ねてしまいました。 

今年のお年賀状に恵明学園から、7回忌コンサートをしたらというお誘いをいただきました。

私は最後まで聞く事ができなかった、幸子さんからの俊之君の声のテープを聞きました。 

声の後には、優しい穏やかなそして静かな音楽を吹き込んでくださっていました。 

その音色を聞きながら、原稿を読み、皆様の暖かいお言葉、俊之君の会話、言葉が泉のよ

うに溢れ出しました。 

そしてこの追悼集の「針と糸」は、おひとりお一人の俊之君の関係が判らない事。母親であ

れば、これが誰か、どんな会話があったのか、彼がその関係のなかで何を学んだのか、知

りたい。それがパッチワークを繋ぐ、そしてこの追悼集をお母様が手にした時、空白の時間

を埋めることができる「針と糸」であると思いました。 

そこで、この追悼集に寄せてくださった方々の私がわかる限りの関係、そして思い出す俊

之君の言葉を書き溜め始めました。 

やっと、ここにお届けいたします。 

最後に皆様の文章は、当時のままのため、タイムラグをお許しください。 

また稚拙な私の文章をお許しください。 

 

なお、文面を読み返しては、「こんなこと書いたら、俊之恥ずかしがる」とめげている私に、

「施設に居る人の偏見を、この追悼集は無くすよ。だって俊之君は可哀想なんかじゃないし、

明るいし、僕の友達と何にもかわらないよ。」と発行を薦めてくれた中林創造君に感謝しま

す。 

末尾になりましたが、俊之君を励ましつづけた私の友人、吉田由紀子氏、増田真理氏。今

は亡き私の母、そしていろいろな体験を彼に提供してくださった姉､何も変わらず彼に話か

けてくれた兄である北嶋家、矢崎家の皆様。俊之を受け入れてくださって感謝いたします。 

そして、私の良きパートナー、中林哲夫氏の多大なる影のご協力に感謝いたします。 

                                2004年 5月 17 日 
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